
セールスフォースの知財戦略：Agentforceと
Data Cloudによる自律型AIエコシステムの確
立と知財要塞化 
 

1. エグゼクティブサマリ 
 

1.1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
 

2025会計年度（FY2025）において、Salesforce（以下、同社）は売上高379億ドルを達成し、過去最
高となる営業キャッシュフローと営業利益率を記録しました。この財務的成功の背後には、従来の

SaaS（Software as a Service）モデルから、データとAIの消費量に基づく新たな収益モデルへの構造
転換が存在します。同社のR&D（研究開発）投資は、FY2025において54.9億ドルに達し、対売上高
比率で14.5%を計上しています。この投資額は前年比で12.0%の増加を示しており、FY2024におけ
る一時的な投資抑制（-2.9%）から、再び積極的な拡大フェーズへと転換したことを明確に示していま
す 1。 

特筆すべきは、このR&D投資が従来のCRM機能の線形的な拡張ではなく、「Data Cloud」および「
Agentforce」という二つの戦略的ピボットに集中投下されている点です。特にData Cloudは、年間経
常収益（ARR）が前年比120%増の9億ドルに達しており、全製品群の中で最速の成長率を記録して
います。これは、同社の知財戦略が「データの蓄積・統合技術（Data Federation）」と「自律型エー
ジェント技術（Autonomous Agents）」に焦点を当て、それが顧客のデータ消費量増大と直接連動す
る収益エンジンとして機能していることを証明しています。また、FY2025第4四半期だけで
Agentforceの契約数が5,000件を超え、そのうち3,000件以上がData Cloudとのセット導入であっ
た事実は、技術シナジーがクロスセルを加速させ、顧客単価（ARPU）の向上に寄与していることを示
唆しています 2。 

同社の知財戦略は、単なる技術的優位性の確保にとどまらず、財務体質の強化に直結しています。

具体的には、「Zero Copy」技術によるデータ統合の効率化が、顧客のストレージコスト削減とリアル
タイム処理への需要を喚起し、結果としてSalesforceプラットフォーム上でのコンピュート消費を増大
させています。R&D対売上高比率がFY2021の16.9%からFY2025の14.5%へと低下しているにもかか
わらず、過去最高のフリーキャッシュフローを創出している点は、技術投資のROI（投資対効果）が劇
的に向上していることを意味します。これは、開発された知財が「実験室の成果」から「高収益な商用

プロダクト」へと完全に移行し、規模の経済が働き始めたことを示しています 1。 



 

1.2. 注力している技術領域の進捗：自律化とデータ統合 
 

同社が現在、全社運命を懸けて推進している技術領域は、「自律型AIエージェント（Autonomous AI 
Agents）」と、それを支える「ハイパースケール・データ基盤（Hyperscale Data Foundation）」の二軸
です。2024年から2025年にかけての最大の変化は、AIのアプローチを「人間の支援（Copilot）」から
「業務の代行（Agent）」へと根本的にシフトさせた点にあります。この転換を象徴するのが「
Agentforce」プラットフォームであり、これは従来のルールベースのチャットボットとは異なり、AIが自
律的に計画を立案し、推論し、行動する能力を持っています 4。 

この自律化を実現するための核心技術として、同社は「Atlas推論エンジン（Atlas Reasoning Engine
）」を開発しました。このエンジンは、ユーザーの抽象的な指示を具体的なタスクに分解し、CRM内の
データやワークフローを動的に呼び出すことで、人間が介入することなく複雑な業務プロセス（例：返

品処理、営業リードの選別、サプライチェーン調整）を完遂させます。さらに、Airkit.aiの買収により獲
得したローコード技術を統合した「Agentforce Builder」の提供により、高度なプログラミングスキルを
持たないビジネスユーザーでも、自然言語での指示によってカスタムエージェントを開発・展開できる

環境を整備しました。これにより、同社はAIの「利用」だけでなく「開発の大衆化」をリードするポジショ
ンを確立しようとしています 4。 

データ統合の領域では、「Data Cloud」が技術的なバックボーンとなっています。ここで重要なのが、
SnowflakeやDatabricks、AWS、Google Cloudといった外部データプラットフォームとの連携を可能
にする「Zero Copy（ゼロ・コピー）」アーキテクチャです。従来、企業はサイロ化したデータを統合する
ために、高コストで時間のかかるETL（抽出・変換・ロード）処理を行う必要がありましたが、
SalesforceのZero Copy技術は、データを物理的に移動させることなく、メタデータレベルでの仮想統
合を実現しました。これにより、ペタバイト級の外部データに対してリアルタイムでアクセスし、それを

Agentforceの推論材料として即座に利用可能にする「データ・フェデレーション」の環境が整いまし
た。この技術は、同社が保持する特許ポートフォリオの中でも戦略的に極めて重要な位置を占めて

おり、競合他社に対する高い参入障壁（Moat）を構築しています 7。 

 

1.3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
 

Salesforceの特許ポートフォリオは、量的な拡大だけでなく、質的な転換期を迎えています。2024年
から2025年にかけてのデータにおいて、同社は全世界で4,918件の特許を保有し、そのうち4,224件
がアクティブな権利として維持されています。特筆すべきは、米国特許商標庁（USPTO）における特
許査定率（Grant Rate）が84.35%という極めて高い水準にあることです。これは、同社の出願戦略
が、広範で曖昧な権利主張ではなく、技術的に洗練され、新規性と進歩性が明確な発明に厳選され

ていることを示唆しています 10。 



特許分類（CPCコード）の分析からは、同社の技術的アイデンティティの変化が読み取れます。かつ
て同社の特許出願は「G06Q（ビジネス手法・管理システム）」や「G06F（電気的デジタルデータ処
理）」が支配的でしたが、近年は「G06N（特定の計算モデルに基づくコンピュータシステム、即ちAI・
ニューラルネットワーク）」関連の出願が急増しています。具体的には、AIモデルのトレーニング手法
そのものではなく、「マルチテナント環境下でのAIモデルの安全な適用」「プロンプトエンジニアリング
における動的コンテキスト注入（Dynamic Grounding）」「個人情報の自動マスキング処理」といっ
た、エンタープライズAIの実装とガバナンスに関する技術に特許網が張り巡らされています 12。 

また、同社の特許ポートフォリオは、他社からの引用（Forward Citations）が極めて多いことでも知ら
れています。特に、マルチテナント・データベース・アーキテクチャに関する基本特許（US7730478B2
など）は、IBM、Microsoft、SAPといった巨大テック企業から数百件規模で引用されており、クラウドコ
ンピューティング業界全体の技術基盤として機能していることがわかります。さらに、最近の出願で

は、AIが生成したコードやコンテンツに対する信頼性を担保する「Trust Layer」関連の技術が重点的
に保護されており、これが将来的なAI関連訴訟に対する防御壁としても機能することが期待されてい
ます 10。 

 

1.4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
 

Microsoft、Oracle、Adobeといった巨大競合との比較において、Salesforceの技術的優位性は「メタ
データ駆動型アーキテクチャ」と「統合されたTrust Layer」の二点に集約されます。Microsoftが
OpenAIとの提携により汎用LLM（大規模言語モデル）の能力に依存し、Office製品群を通じた「個人
の生産性向上」に主眼を置いているのに対し、Salesforceは「構造化データ（CRMデータ）」と「非構
造化データ（Data Cloud）」を深く結合させ、ビジネスプロセスそのものを自律化する点に強みがあり
ます。汎用LLMはハルシネーション（もっともらしい嘘）のリスクを抱えていますが、Salesforceは「
Einstein Trust Layer」を通じて、回答の根拠となるデータを厳密に制御し、企業利用に耐えうる信頼
性を提供しています 16。 

一方で、技術的な課題も明確です。最大の課題は、基盤モデル（Foundation Model）の開発におい
て、外部ベンダー（OpenAI, Anthropic等）への依存度が依然として高い点です。同社は「モデル中
立（Model Agnostic）」戦略を掲げ、顧客が自由にモデルを選択できる環境を提供していますが、最
先端の推論能力やマルチモーダル機能においては、自社開発モデル（xGen等）よりもパートナー企
業の技術革新に依存せざるを得ない状況です。また、Oracleが自社のクラウドインフラ（OCI）とデー
タベース技術を垂直統合し、ハードウェアレベルからの最適化を進めているのに対し、Salesforceは
AWSやAzureといったパブリッククラウド上で稼働する「Hyperforce」アーキテクチャを採用しており、
インフラコストのコントロールやマージン構造において、Oracleと比較して不利になる可能性がありま
す 18。 

 



1.5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 
 

今後のR&D投資は、「Agentic Enterprise（エージェント型企業）」の実現に向けたフルスタックの技術
開発に集中します。短期的には、2025年末までに「Agentforce」のエコシステムを拡大し、サード
パーティ開発者が独自の自律エージェントを構築・配布・収益化できる「Agentforce Partner 
Network」の整備が進められます。また、買収したTenyxの技術を統合し、音声インターフェースを通
じた完全自律型のカスタマーサポート機能の実装が急ピッチで進められています 22。 

長期的には、量子コンピューティング（Quantum Computing）とサステナビリティ（Net Zero）が重要
な投資領域となります。量子技術に関しては、IBM等のパートナーと連携し、将来的な暗号解読リス
クへの対応（耐量子暗号）や、複雑な最適化問題への適用に向けた基礎研究が継続されています。

サステナビリティ領域では、「Net Zero Cloud」にAI予測機能を実装し、サプライチェーン全体の炭素
排出量を自動算定・削減提案する自律システムの開発が進められています。これらのロードマップ

は、Salesforceが単なるCRMベンダーから、企業のあらゆる意思決定とアクションを司る「自律型オ
ペレーティングシステム」へと進化することを目指していることを示しています 24。 

 

2. 戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
 

 

2.1. R&D投資の推移（Quantitative Log） 
 

SalesforceのR&D投資戦略は、過去5年間で劇的な変貌を遂げました。以下の定量データは、同社
が「成長重視」から「利益とイノベーションのバランス重視」へと舵を切り、その中でAIへの集中投資を
行っている実態を浮き彫りにします。 

表1：Salesforce R&D投資額および対売上高比率の推移（FY2021-FY2025） 

会計年度 
(Fiscal 
Year) 

期間終了日 R&D費用 
(十億ドル) 

売上高 (十
億ドル) 

対売上高比

率 (%) 
前年比増減

率 (R&D) 

FY2025 2025-01-31 $5.493 B $37.895 B 14.5% +12.0% 

FY2024 2024-01-31 $4.906 B $34.857 B 14.1% -2.9% 



FY2023 2023-01-31 $5.055 B $31.352 B 16.1% +13.2% 

FY2022 2022-01-31 $4.465 B $26.492 B 16.9% +24.1% 

FY2021 2021-01-31 $3.598 B $21.252 B 16.9% +30.1% 

データテーブルの詳細解説と戦略的意図 
この5年間の推移には、明確な戦略的転換点が存在します。FY2021からFY2022にかけては、R&D
費用が年率20-30%で増加しており、これはCOVID-19パンデミック下のデジタル需要に対応するた
めの全方位的な機能拡張期でした。対売上高比率が約17%で推移していたことからも、利益率よりも
シェア拡大と機能開発を優先していたことが読み取れます。 
しかし、FY2024においてR&D費用は前年比マイナス2.9%を記録し、対売上高比率も14.1%まで低下
しました。これは、2023年初頭に実施された大規模な組織再編、レイオフ、および投資ポートフォリオ
の見直しによるものです。経営陣は「規律ある成長（Disciplined Growth）」を掲げ、非効率なプロ
ジェクトを削減しました。 

そしてFY2025、R&D投資は再び+12.0%の増加に転じ、過去最高の54.9億ドルに達しました。しか
し、対売上高比率は14.5%と、かつての17%台には戻っていません。これは、投資の対象が「人海戦
術的な機能開発」から、「AIインフラとデータ基盤（Data Cloud/Agentforce）」という、より資本集約的
かつスケーラブルな領域に集中したことを意味します。売上が成長する一方でR&D比率がコントロー
ルされている現状は、同社の開発体制が効率化され、AI関連の知財開発が収益貢献フェーズに
入ったことを示唆しています。特に、Data CloudのARRが120%成長している事実は、このR&D投資
が極めて高い効率でリターンを生んでいる証拠と言えます 1。 

 

2.2. 経営陣の技術コミットメント 
 

経営層の発言は、同社が直面している技術的パラダイムシフトに対する強い危機感と、それに対す

る確信に満ちたビジョンを示しています。 

Marc Benioff, Chair & CEO (FY2025 Statement): 
"Salesforce just delivered the strongest year in our history... But this is more than 
a financial milestone — it's a moment of transformation. In just a few months, 
we've seen our addressable market grow from hundreds of billions to a 
multi-trillion-dollar opportunity. Why? Because we're pioneering a new kind of 
workforce—a new model for business — with the launch of Agentforce, the first 
digital labor platform for enterprises. This is not just a technology shift — it's a 
revolution in how work gets done." 3 



この声明で注目すべきは、「TAM（獲得可能な最大市場規模）」の再定義です。Benioff氏は、従来の
CRMソフトウェア市場（数千億ドル）ではなく、人間の労働市場そのものを代替・拡張する「デジタル
労働力市場（数兆ドル）」をターゲットに据えました。これは、技術開発のゴールが「ツールの提供」か

ら「労働力の提供」へと昇華したことを意味します。 

Financial Leadership Context (CFO Perspective): 
"CFOs are rapidly shifting their approach to AI strategy... moving from cautious 
spenders to strategic investors who are betting on AI not just for cost-cutting but 
as a crucial engine for long-term revenue growth.... With AI agents, we're not 
merely transforming business models; we're fundamentally reshaping the entire 
scope of the CFO function." 28 

CFOの発言からは、AI投資がもはやIT部門の予算ではなく、経営戦略そのものとして扱われている
現状がわかります。これは、顧客企業においても同様の変化が起きており、Salesforceが提供する
技術が「コストセンター」から「レベニューセンター」へと位置づけを変えるための重要なレバレッジと

なっています。 

 

3. 知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
 

 

3.1. 重点技術領域のカタログ 
 

Salesforceの技術スタックは、AI、データ、信頼、インフラの4層構造で構成され、それぞれが独自の
特許技術で保護されています。 

表2：重点技術領域と主要機能・知財要素 

 

技術領域 製品・機能名 戦略的機能とビジネ

ス貢献 
関連する知財・技術

要素 

自律型AI Agentforce (旧
Einstein Copilot) 

自然言語指示に基

づき、計画・推論・実

行を行う自律エー

ジェント。人間を介さ

ず業務を完遂。従量

Atlas Reasoning 
Engine: ユーザー意
図を解析し、複数ス

テップのタスクを動

的に設計・実行する



課金の基盤。 独自推論エンジン。 
4 

開発環境 Agentforce 
Builder 

ローコードで自律

エージェントを構築・

テストする統合環

境。Airkit.aiの技術を
統合。 

Vibe-building: 自
然言語プロンプトか

ら即座にエージェント

のプロトタイプを生成

する技術。 29 

データ基盤 Data Cloud (旧
Genie) 

企業データを統合

し、リアルタイムでAI
に供給するレイクハ

ウス。サイロ化を解

消。 

Zero Copy 
Architecture: 外部
DB(Snowflake等)に
対し、物理コピーなし

でメタデータ連携す

る仮想化技術。 7 

信頼・安全 Einstein Trust 
Layer 

生成AI利用時のデー
タ保護、ハルシネー

ション防止を行う中

間層。 

Dynamic 
Grounding: CRM
データを動的にプロ

ンプトへ注入し、回

答精度を担保。

Toxicity 
Detection: 有害コ
ンテンツ検知。 16 

インフラ Hyperforce パブリッククラウド上

でSalesforceを稼働
させるクラウドネイ

ティブ基盤。データレ

ジデンシー対応。 

External Key 
Management 
(EKM): 顧客独自の
暗号化鍵(BYOK)を
利用可能にするセ

キュリティ技術。AWS 
KMS等と連携。 30 

データテーブルの詳細解説：技術的シナジーの深化 
このポートフォリオの真価は、各要素の密接な統合にあります。例えば、「Atlas Reasoning Engine」
は単独では機能せず、「Data Cloud」から供給されるリアルタイムのコンテキスト情報があって初め
て正確な推論が可能になります。そして、そのデータアクセスは「Zero Copy」技術によって遅延なく
行われ、「Einstein Trust Layer」によって安全性が担保されます。この一連の流れ（Data → Trust → 
Reasoning → Action）がシームレスに統合されている点が、断片的なツールを組み合わせる必要
がある競合他社との決定的な差別化要因です。また、Agentforce BuilderにおけるAirkit.ai技術の
統合は、AIエージェントの開発時間を劇的に短縮し、エコシステムの拡大速度を加速させる触媒とし
て機能しています 29。 



 

3.2. 特許・商標データ分析 
 

Salesforceの特許戦略は、AI時代におけるプラットフォームの支配権確立に向けて、出願分野の大
規模なシフトを行っています。 

表3：Salesforce 特許ポートフォリオ概況（2024-2025） 

 

指標 数値/データ 備考 

保有特許総数 4,918件 (Active: 4,224件) 世界全体での累計数。特許

ファミリー数は2,717件。 10 

米国特許査定率 84.35% 米国特許商標庁（USPTO）に
おける高い登録率。質の高

い明細書作成を示唆。 10 

主要特許分類 (CPC) G06F (データ処理), H04L 
(伝送), G06N (AI), G06Q (ビ
ジネス手法) 

G06FとH04Lが依然として多
いが、G06N（AI）関連の成長
率が著しい。 11 

重要特許例 US7730478B2 (マルチテナン
トDB) 

663件以上の被引用数を誇
る基本特許。Boadin, Oracle
等が引用。 10 

詳細解説：CPCコードのシフトとAI知財の強化 
特許データの分析において最も注目すべきトレンドは、技術分類（CPC）の変化です。これまでの
Salesforceの知財の中核は「G06Q（ビジネス・メソッド）」や「G06F（データベース構造）」にあり、
SaaSモデルやマルチテナント・アーキテクチャの権利化に注力していました。しかし、2024年から
2025年にかけてのトレンドでは、「G06N（ニューラルネットワーク・機械学習）」や「G06F 40（自然言
語処理）」といったAI関連技術への出願シフトが鮮明です。 
特に、AIモデルそのもの（アルゴリズム）だけでなく、「AIを企業システムに統合するためのミドルウェ
ア技術」に関する特許が増加しています。例えば、AIモデルへの入力データを動的に匿名化する技
術（Data Masking）や、複数のAIエージェント間でコンテキストを共有・維持する技術などがこれに該
当します。また、US7730478B2のような基本特許が、IBMやMicrosoftといった競合他社から多数引
用されている事実は、同社の技術が業界標準としての地位を確立していることを示しており、クロス

ライセンス交渉などにおいても強力なカードとなります 10。 

 



3.3. サービスビジネスとの連動 
 

知財は、同社の収益モデル変革のドライバーとして機能しています。 

●​ 成果報酬型AIビジネスの実現: Agentforceの導入により、同社は従来の「ID課金（1ユーザーあ
たり月額〇ドル）」に加え、「会話課金（1会話あたり2ドル）」という新しい収益源を確立しました。
このモデルが成立するためには、AIがタスクを「完遂」する能力が必須です。Atlas推論エンジン
やData Cloudのリアルタイム処理技術は、AIの回答精度とタスク完了率を高めることで、顧客
が安心して従量課金を受け入れられる土壌を作っています。つまり、知財の質が直接的に収益

の質と量を決定づける構造になっています 2。 
●​ Data Cloudによる消費促進: Zero Copy技術は、顧客に対して「データをSalesforceに移す必

要がない」という安心感を与えつつ、実際にはSalesforce上でのデータ活用（クエリ実行、AI推
論）を劇的に増加させます。データは外部にあっても、その処理（コンピュート）はSalesforce上
で行われるため、Data Cloudのクレジット消費が増大し、インフラ収益が積み上がる仕組みで
す。これは、知財を活用して顧客のスイッチングコストを下げつつ、ライフタイムバリュー（LTV）を
最大化する高度なビジネス戦略です 8。 

 

4. オープンイノベーションとエコシステム 
 

 

4.1. 提携・M&Aリスト（Inorganic Growth Strategy） 
 

Salesforceは、自社開発の限界を補完し、タイム・トゥ・マーケットを短縮するために、戦略的なM&A
とパートナーシップを加速させています。2024年から2025年にかけての動きは、明らかに「データセ
キュリティ」と「AIエージェント機能」の強化に集中しています。 

表4：主要な戦略的買収と投資（2023-2025） 

 

対象企業 完了/発表時期 事業領域 戦略的統合・狙い 

Own Company 2024年11月18日完
了 

データ保護・バック

アップ 
買収額約19億ドル。
SaaSデータのバック
アップ・リカバリ機能

をプラットフォームに

ネイティブ統合。



Data Cloudの信頼
性とレジリエンスを担

保し、他社へのデー

タ流出を防ぐ。 34 

Informatica 2025年11月18日完
了 

データ統合・ETL データ管理の巨人を

買収し、Data Cloud
へのデータ取り込み

能力を飛躍的に向

上。エンタープライズ

全体のデータハブと

しての地位を盤石

化。 37 

Tenyx 2024年9月合意 音声AIエージェント 自然で人間的な音

声対話技術を獲得。

「Service Cloud 
Voice」および「
Agentforce」に統合
し、電話対応の完全

自律化を実現。レイ

テンシーの低い音声

AI体験を提供。 22 

Spiff 2024年2月1日完了 インセンティブ報酬

管理 
複雑な営業コミッショ

ン計算を自動化。「

Sales Cloud」の機能
として統合し、AIによ
る営業パフォーマン

ス分析と動機付けを

強化。 39 

Airkit.ai 2023年10月16日完
了 

ローコード・エージェ

ント 
現在の「Agentforce 
Builder」の基盤技
術。プログラミング不

要で自律エージェン

トを作成できるUI/UX
を提供し、エージェン

ト開発の民主化を推

進。 6 

詳細解説：InformaticaとOwn Companyによる「データ要塞化」 
特筆すべきは、InformaticaとOwn Companyという、データ管理領域における二つの大型買収で



す。Informaticaの買収（2025年11月完了）は、Salesforceが単なるアプリケーションベンダーから、
企業の全データを司る「データ・プラットフォーマー」へと変貌を遂げたことを決定づける出来事です。

Informaticaの強力なETL/ELT技術とコネクタ群を取り込むことで、Data Cloudはあらゆるレガシーシ
ステムやオンプレミスデータベースともシームレスに接続可能となります。一方、Own Companyの買
収は、統合されたデータの「保護」を担います。バックアップ、リカバリ、アーカイブ機能をプラット

フォームに内包することで、顧客はサードパーティ製品に頼ることなく、Salesforce単体でデータのラ
イフサイクル管理を完結できるようになりました。これらは、顧客データをSalesforceエコシステム内
に深く固定化（Lock-in）し、競合への離脱を防ぐ「知財要塞」として機能します 37。 
 

4.2. オープンエコシステムとパートナーシップ 
 

M&Aによる内製化と並行して、Salesforceは「オープン」なエコシステム戦略も推進しています。 

●​ Zero Copy Partner Network: Snowflake、Databricks、Google Cloud (BigQuery)、AWS 
(Redshift) といった主要なデータプラットフォームとは、競争ではなく協調（Coopetition）を選択
しています。Zero Copy技術を通じて相互にデータを利用可能にすることで、顧客に対して
「データの置き場所を選ばない」柔軟性を提供し、SalesforceのData Cloudを「メタデータのハ
ブ」として位置づけています 8。 

●​ AIモデルにおける「BYOM」戦略: Salesforce Venturesを通じて、Anthropic、Cohere、
Hugging Face、Mistral AIといった主要なLLM開発企業に出資を行っています。これにより、
Agentforce上で顧客が利用するモデルとして、Salesforce独自のモデルだけでなく、これら
パートナー企業の最先端モデルを選択できる「Bring Your Own Model (BYOM)」環境を実現し
ています。これは、AIモデルの進化競争が激化する中で、特定ベンダーへのロックインリスクを
顧客から取り除き、常に最適なモデルを利用可能にするためのヘッジ戦略です 44。 

 

5. リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
 

 

5.1. 係争・審査のファクト記録（Litigation Tracker） 
 

AIの普及に伴い、著作権や特許に関する法的リスクが顕在化しています。Salesforceは現在、いくつ
かの重要な係争に直面しています。 

●​ Tanzer et al. v. Salesforce (著作権侵害訴訟): 
○​ 概要: 作家Molly Tanzer氏らが、自身の著作物が含まれるデータセット「Books3」（The Pile

やRedPajamaの一部とされる）を使用してAIモデルをトレーニングしたとして、Salesforceを



提訴したクラスアクション訴訟。 
○​ 主要な主張: 原告は、Salesforceが運営するAIモデル（XGen等）の開発過程において、同

意なしに著作物を複製・保存し、商用利用したと主張。これに対し、Salesforce側は関連ド
キュメントから「RedPajama-Books」への言及を削除する等の対応を行ったとされていま
す。 

○​ 現状: 2025年10月15日に提訴され、係争中。この訴訟の結果は、今後のAI開発における
データ利用の許容範囲を左右する重要な判例となる可能性があります。 

○​ 引用: "The suit... alleges defendant Salesforce downloaded, copied, stored, and used 
these copyright works without their permission or compensation." 46 

●​ Applications in Internet Time, LLC v. Salesforce (特許侵害訴訟): 
○​ 概要: 特許管理会社（NPE）であるAIT社が、Salesforceの機能が同社の特許を侵害してい

ると主張して2013年に提訴した長期係争案件。 
○​ 現状: 11年以上に及ぶ法廷闘争を経て、連邦巡回区控訴裁判所（CAFC）は地裁の「非侵

害・無効」判決を破棄し、審理を差し戻しました。これにより、Salesforceは引き続き特許侵
害のリスクと、潜在的な巨額の損害賠償リスクを抱えることになります。 

○​ 引用: "After eleven years of litigation, the suit remains pending... The Federal Circuit... 
vacated the district court's grants of summary judgment." 48 

 

5.2. 守りの戦略：Trust Layerによるコンプライアンス防衛 
 

これらの法的リスクに対抗するため、Salesforceは技術的な防御策として「Einstein Trust Layer」を
強化しています。 

●​ Zero Data Retention（データ非保持）アーキテクチャ: OpenAIなどの外部LLMプロバイダーに
対し、Salesforce経由で送信されたプロンプトやデータが、モデルの再学習に利用されず、処理
後に即座に破棄されることを保証する契約と技術的仕組みを導入しています。これにより、顧客

の機密情報がAIモデルに取り込まれ、予期せぬ形で流出するリスクを遮断しています 16。 
●​ Toxicity Detection（有害性検知）と監査ログ: 生成されたコンテンツに含まれるヘイトスピー

チ、バイアス、個人情報をリアルタイムで検出し、フィルタリングする機能を実装しています。ま

た、AIとの対話ログをすべて「Data Cloud」にセキュアに保存し、監査証跡（Audit Trail）として残
すことで、万が一のトラブル際にも説明責任を果たせる体制を整えています。これは、企業がAI
を導入する際のコンプライアンス障壁を下げると同時に、Salesforce自身の法的責任を限定す
るための重要な機能です 50。 

 

6. 競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
 

Salesforceの市場優位性と課題を明確にするため、主要競合（Microsoft, Oracle, Adobe）との比較



分析を行います。 

表5：主要競合他社とのR&D・財務・戦略比較（FY2024-2025） 

 

企業名 CRM市場シェア R&D対売上比率 AI・知財戦略の特徴
とSalesforceとの差
異 

Salesforce 20.7% (1位) 14.5% Metadata & 
Context First: 「
Data Cloud」に統合
された顧客データを

武器に、ビジネス文

脈を理解した自律

エージェントを提供。

強みはデータの「意

味」を理解するメタ

データ層。R&D効率
は向上傾向。 1 

Microsoft 5.9% (2位) 12.0% Copilot & 
Productivity: 
OpenAIの汎用LLM
能力とOffice製品群
の圧倒的普及率が

武器。CRM単体では
なく「業務全体のAI
化」を推進。R&D絶
対額（約330億ドル）
はSalesforceの6倍
以上で、基礎モデル

開発力で圧倒。 19 

Oracle 4.4% (3位) 10.6% Full Stack Vertical: 
IaaS（OCI）からSaaS
までを垂直統合。

データベース技術を

核に、医療や金融な

ど特定業界向けの

特化型AIに強み。イ
ンフラコストの安さが



武器。 19 

Adobe 3.4% (4位) 18.3% Creative 
Intelligence: 画像
生成AI「Firefly」を自
社開発し、著作権問

題をクリアにした「商

用利用可能なAI」を
提供。R&D比率が高
いのは、モデル自社

開発コストが嵩んで

いるため。 19 

詳細解説：戦略的ポジショニングの相違 
Salesforceの最大の強みは、CRM市場における圧倒的なシェア（Microsoftの約4倍）と、そこに蓄積
された「顧客データ」の重力（Data Gravity）です。Microsoftは汎用的な生産性向上（メール作成、会
議要約）に強みを持つのに対し、Salesforceは「商談の成約」「顧客サポートの完結」といった、企業
の収益活動に直結するプロセスの自律化に特化しています。 
技術的な差別化要因として、Salesforceは「メタデータ駆動型アーキテクチャ」を掲げています。これ
は、データの構造や関係性（コンテキスト）をAIに正確に伝える技術であり、単なるテキスト処理に依
存する競合他社のアプローチと比較して、ハルシネーションを抑制し、業務システムとしての信頼性

を高める効果があります。一方で、MicrosoftやAdobeが自社または独占的なパートナーシップで基
礎モデル（Foundation Model）を保有しているのに対し、Salesforceはモデル開発を外部に依存す
る「モデル中立」戦略を採っています。これは、最新モデルを柔軟に取り入れられる反面、モデル利

用料（APIコスト）が原価を圧迫するリスクや、AIの根幹技術を他社に握られる戦略的脆弱性を孕ん
でいます 18。 

 

7. 公式ロードマップと未確認情報 
 

 

7.1. 技術ロードマップとサステナビリティ目標 
 

●​ 量子コンピューティング（Quantum Computing）への備え: 具体的な商用化時期は未定です
が、IBM等との提携を通じて量子アルゴリズムの研究を進めています。特に、将来的な量子コン
ピュータによる暗号解読リスクに備えた「耐量子暗号（Post-Quantum Cryptography）」の実装
や、量子機械学習を用いた複雑なデータ最適化シミュレーションへの適用が研究テーマとなっ

ています。これは、2030年以降の技術環境を見据えた長期的な布石です 25。 



●​ Net Zero Cloudの自律化: サステナビリティ領域では、単なる排出量の記録ツールから、AIが
削減シナリオを自律的に提案・実行するプラットフォームへの進化を目指しています。具体的に

は、サプライチェーン全体のデータ（Scope 3）をAgentforceが自動収集し、サプライヤーごとの
排出量予測や、より環境負荷の低い調達ルートの提案を行う機能の実装が進められています 
24。 

●​ Agentic Enterpriseの深化: 2025年以降のロードマップとして、単一のタスクをこなすエージェ
ントから、複数のエージェントが協調して組織的な業務を遂行する「マルチエージェント・オーケ

ストレーション」の実現が掲げられています。これにより、企業組織そのものをデジタルエージェ

ントの集合体として再定義するビジョンが描かれています 4。 

 

7.2. 未確認事項（Not Disclosed / Research Gaps） 
 

本調査において、以下の事項については公開情報やリサーチ結果から具体的なファクトを確認でき

ませんでした。 

●​ Atlas推論エンジンの詳細アルゴリズム: 特許出願やマーケティング資料において「推論エンジ
ン」の存在は言及されていますが、その具体的な内部ロジック（Chain of Thoughtの処理方法、
プランニングアルゴリズムの詳細）はブラックボックス化されており、トレードシークレットとして扱

われています。 
●​ Agentforceのユニットエコノミクス（収益性）: 「1会話あたり2ドル」という価格設定に対し、推論

にかかるGPUコストや外部モデルAPIコストがどの程度か、具体的な粗利率（Gross Margin）に
関する開示はありません。 

●​ Informatica統合後の具体的な製品ロードマップ: 買収完了は確認されましたが、既存の
Salesforce ETLツール（MuleSoft等）とInformaticaの製品群がどのように統合・整理されるか
についての詳細なロードマップは未発表です。 
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